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受容体型チロシンキナーゼを切断する膜貫通型プロテアーゼとして現在までにTMPRSS4/2, 

Hepsin の三種を同定しているが、これらが切断する受容体型チロシンキナーゼの探索をさらに

行い、HepsinがFGF受容体ファミリーキナーゼ(FGFR1-4)を切断することを明らかにした。突

然変異体を用いた解析により、HepsinによるFGFR受容体の切断部位候補を同定したが、切断部

位近辺の配列は今までに同定した他の受容体チロシンキナーゼの切断部位とは高い類似性を示

さず、これらプロテアーゼの基質特異性の低さを示唆するものであった。スクリーニング系の確

立には、高い効率で切断が起こるプロテアーゼ-基質の組み合わせが必要であるため、今までに

得られたプロテアーゼ及び受容体チロシンキナーゼを用いて、これらを発現させた細胞での受容

体チロシンキナーゼの切断をウエスタンブロッティングにより確認し、高い切断効率を示した組

み合わせを用いてスクリーニング系の構築を今後行う予定である。 

 

 

 


